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地域と子どもリーガルサービスセンター長 

德永 光 

  

みなさまにおかれましては、ますますご活躍のことと拝察申し

上げます。日頃より、当センターの活動にご支援・ご協力を賜り、

誠にありがとうございます。この 4 月にセンター長に就任いたし

ました徳永光と申します。前任の花本広志教授には、2016 年 4

月から 7 年間の長期にわたり、またコロナ禍でのさまざまな制約

が生じるなか、センターの活動継続にご尽力いただきました。そ

の実績を引き継ぎ、センターの活動をしっかり支えて参りたいと

考えております。どうぞ宜しくお願い申し上げます。 

 獨協大学地域と子どもリーガルサービスセンターは、法科大学

院の付設機関として、2007 年 4 月に開設されました。法科大学

院時代には、獨協地域と子ども法律事務所とともに、臨床法学教

育の場としての役割を果たし、現在は、エクステンションセンタ

ーの下、大学による地域貢献活動の一端を担っております。子ど

もの最善の利益を基本理念として、地域のさまざまな社会資源と

も連携しながら、子ども自身や周りのおとなが問題解決に取り組

んでいけるよう、課題の整理や環境調整のためのサポートを行っ

ております。このような活動を通して、子どもにとって暮らしや

すい、誰もが個人として尊重される地域社会の形成に役立ちたい

と考えております。 

コロナ禍はようやく過ぎようとしておりますが、特にコミュニ

ケーションの取り方が制約されたという点で、子どもたちにも大

きな影響を残しました。今後、環境の変化によって生じうる課題

にも柔軟に対応していけるよう、スタッフとともに研鑽を積んで

参ります。 

引き続き、当センターを、どうぞよろしくお願い申し上げます。 
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2022 度 センター相談支援活動の概要 

センター長 德永 光 

 

1．相談活動 

2022 年度の新規相談件数は、92 件で、一般相

談が 73 件、コンサルテーション（子どもに関

わる NPO、学校、行政機関等から、子どもや親、

関係先への対応や連絡先について寄せられる

相談）が 18 件、その他が 1 件でした。昨年度

（106 件）から、約 13％のマイナスとなってい

ます。2021 年度以前から継続している件数は

27 件あり、これに新規受付件数を加えると、相

談ケースの総数は 119 件でした。  

新規受付件数のうち 50 件は、センター相談員

による聞き取り・助言、28 件については専門相

談で対応、10 件は他の専門機関等への紹介・連

携等を行ないました。関係・連携機関への問い

合わせ等その他の支援が 4 件ありました。 

 

２．相談内容 

新規相談件数のうち、81 件は埼玉県内からの

ものであり、埼玉県外は 4 件、不明が 7 件でし

た。新規相談の内容（※1）は、例年、「発達障

害」、「不登校・引きこもり」、「子どもの心理面

での不安」がほぼ同程度の割合で上位を占める

ことが多いところ、2022 年度は「法的支援」の

相談ケースが増加し、「離婚・DV の問題」「養育・

親権の問題」のケースが前年度より増加する傾

向にありました（表 1 参照）。 

 

※1 「相談内容」については、1 件の相談内容

が複数の項目に該当する場合は、相談者の主訴

に合わせて、いずれかの項目に振り分けてあり

ます。 

 

 

 

 

 

  

◆表 2：相談対応方法 

電話対応 400 

対面：センター内（来所） 30 

対面：センター外（訪問） 12 

メールでの対応 6 

郵便・ＦＡＸ 4 

その他 7 

計 459 

 

◆表 1：新規相談内容 

子どもの心理面での不安 17 

法的支援 16 

発達障害 10 

不登校・引きこもり 9 

離婚・DV の問題 9 

養育・親権の問題 6 

学校等の対応の問題 5 

子育て不安 3 

家族関係・親子関係の問題 3 

虐待・養育困難 3 

犯罪被害 2 

就学・進路の問題 1 

いじめ 1 

子ども同士の人間関係 0 

非行・虞犯 0 

体罰・暴言 0 

その他 7 

総計 92 
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３．相談対応 

2022 年度の相談対応件数は、のべ 459 件で、

昨年度（594 件）から約 23％減でした。コロナ

禍以前（2019 年度）の対応件数が 800 件であ

ったことと比較すると、なおコロナ禍の影響を

脱していないことがうかがえます。 

相談対応の方法としては、例年どおり、電話

での相談対応が大半を占めています（表 2）。初

回の相談は電話で受けつけており、そこで終了

するものが大半です。さらなる対応を要する場

合は、電話相談の継続、来所による面談、家庭

訪問、診察への同行や学校等との話合いの場へ

の同席などを必要に応じて行います。ある程度

長期に渡り継続支援しているケースについて

は、メールによる相談を受ける場合もあります。 

相談内容は、ケース毎にさまざま異なるため、

各ケースに応じたオーダーメイドの対応を行

っています。相談スタッフによる傾聴や情報提

供で終結する場合もありますが、ネットワーク

を活用した支援がセンターの特色であり、必要

に応じて、医療、心理、教育、福祉、行政、法

律等の各分野との連携を行っています。 

 

 

 

☆ちこりギャラリー☆ 
センターの講座や、インスタグラムに掲載した 

写真のミニギャラリーです。 
 

◆対応内容 

相談 208 

他機関との連携・調整 104 

情報提供・報告 38 

経過観察・観察、その他 30 

専門相談 26 

事務局対応 15 

獨協地域と子ども法律事務所との連携 12 

付添い 1 

その他 25 

計 459 
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OnLine 
2022 年度オンライン開催講座 
新型コロナ感染症の影響により引継ぎオンライン開催となった 

2022 年度の講座についてレポートしました。 

（※以下、講師の所属は当時のものです。） 

・草加市共催講座 2022/6/25         

ＳＮＳ事例で学ぶ 

「正しく知ろういじめのこと」 

講師：弁護士 川原 祐介氏 

獨協地域と子ども法律事務所 

・日本弁護士連合会子どもの権利委員会 幹事  

・埼玉弁護士会子どもの権利委員会 副委員長 

・さいたま市スクールロイヤー 

・自治体のいじめ重大事態の第三者調査委員会 委員 

・草加市立小中学校問題解決支援チーム 委員 

（令和 2年から令和 4年 3 月まで） 

 

 

 

 

 獨協地域と子ども法律事務所の川原祐介弁

護士に、ＳＮＳ事例を基にした、いじめに関す

るお話をしていただきました。 

 子ども達の世界で起きている事、いじめてい

る側の視点、いじめられている側の視点、 

親と学校との関り方など、多方向から物事を見

て、起きてしまった事に対し、立場の違う状況

で、どう向かい合っていくかなどの理解が深ま

りました。 

 

・草加市共催講座 2022/9/8～12/15       

よりよいおやこ関係をつくる 

「ペアレント・トレーニング」 

講師：内山 明子 (当センター相談員) 

 

 「ペアレント・トレーニング」講座(全 8 回)

を、2021 年度に引き続きオンラインで開催い

たしました。 

 基本をしっかりと学んだ上で、応用編・活

用編を受講していただきますが、回を重ねるご

とに雰囲気も和らぎ、受講生の方たちが打ち解

けていくのを感じられました。 

 講座の中に、講師と参加者の方とでロール

プレイをする時間を設けておりますが、即興で

演じる事が多いため、しばし緊張も伴いますが、

楽しんで参加してくださる方が多く、上手なお

声掛けを見せて下さる方もいて、私達もとても

勉強になっております。 

 オンライン講座は、ご自宅から無理なく参

加できるという良さがありますが、対面での受

講や、追加の講座をご希望してくださる方もい

て、大変嬉しく思っております。
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OnLine 

 

 

・草加市共催講座 2022/10/1         

「アンガーマネージメント」 

講師：布柴 靖枝氏 

文教大学 人間科学部 臨床心理学科教授 

京都大学大学院博士後期課程修了 博士（教育学） 

アンガーマネジメントファシリテーター™、 

アンガーマネジメントコンサルタント™、 

臨床心理士、家族心理士、 

社会福祉士、公認心理師、上級教育カウンセラー 

 

 家族心理学から学ぶ布柴靖枝先生の講座は、

2017 年度より“シアワセ”シリーズとしてご講

演いただいておりますが、2022 年度で第 6 回

目を迎えました。 

 2021 年度も大好評だった「アンガーマネジ

メント」についてのお話を、2022 年度も引き続

きオンラインでご講話いただきました。 

 テーマを変えずにお話しいただきましたが、

昨年度と同様に 180 名近くのお申し込みがあ

り、ニーズの高さが伺えました。 

 今年度の「アンガーマネジメント」講座では、

怒りが生まれるメカニズムの視覚化、怒りにつ

いての分析、怒りとの折り合いのつけ方を中心

に教えていただきました。 

 “シアワセ”シリーズの基礎は変わりません

が、構成を変えて丁寧に教えて下さるので、過

去に受講された方でも新しい気づきが得られ

る講座かと思います。 

 とてもシンプルな事なのですが、シンプルだ

からこそ難しく、受講するたびに実生活に役立

たせていただいております。 
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OnLine 
・草加市共催講座 2023/2/4         

子どものアレルギー講座 

「妊娠から乳幼児期における 

アレルギー疾患発症予防と治療」 

講師 ： 吉原 重美氏 

獨協医科大学医学部小児科学主任教授 

獨協医科大学病院 副院長 

獨協医科大学病院とちぎ子ども医療センター センター長 

獨協医科大学病院アレルギーセンター センター長 

日本小児アレルギー学会 理事長／日本小児科学会 専門医・

指導医／日本アレルギー学会 専門医・指導医 

 

 吉原重美医師による子どものアレルギー講

座は、2022 年度で第 9 回目を迎えました。オ

ンラインでの講座としては 3 回目となります。 

 2022 年度は、約 50 名のお申し込みがありま

した。毎年、新たに受講される方の割合が多く、

それだけ身近な問題なのだと痛感いたします。 

 今回の講座は、「発症の予防」をテーマに教え

てくださいました。 

 食物アレルギー発症に最も影響した因子は

何か？離乳食の開始時期と食物アレルギーの

発症率の関係性。そしてなぜ、スキンケアが大

切なのか…今回の講座は、これから出産を控え

ている方達にも、より解り易く教えてください

ました。 

 

・地域と子どもﾘｰｶﾞﾙｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 2022/2/25  

小学生のためのオンライン法教育 

「心を燃やして真実に挑め！ 

～刑事裁判の原則編～」 

講師 ：弁護士(埼玉弁護士会) 

 2022 年度は 15 名のご参加がありました。 

アンケートで「楽しかった、難易度も丁度よ

かった」と、感想を頂きました。 

※レポート 遠山・秋元 
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センター長退任のご挨拶 

センター長退任のご挨拶 

花本 広志 

 

日頃は、獨協大学地域と子どもリーガルサービスセンターの活動にご協力・ご支援

をいただき、ありがとうございます。さて、私は、本年 3 月末をもって獨協大学を退

職しますとともにセンター長も退任いたしました。2016 年 4 月の着任以来、7 年間に

わたるご厚情に感謝申し上げます。 

獨協大学地域と子どもリーガルサービスセンターはもともと、併設の獨協地域と子

ども法律事務所とともに法科大学院における臨床法学教育の場を提供するものとし

て開設されたものですが、2017 年 3 月末をもって獨協大学法科大学院が閉じられた

ことにより、同年 4 月以降は、獨協大学の地域貢献・社会貢献の一部門として活動を

継続してきました。臨床法学教育には、教育としての意義だけではなく、社会改革・

社会貢献の意義があるとされますが、センターもまた教育的意義とともに、社会的意

義を有するものとして構想され運営されてきました。 

私は、センターの準備段階から関わって現在に至りますが、さまざまな課題は残さ

れたままです。厳しい状況ではありますが、新センター長の德永 光先生を中心に、こ

の地域の子どもたちのための重要なリソースとして、センターがその意義を十分に発

揮されますよう祈念いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

インスタグラム 

https://www.instagram.com/legalservicecenterforchildren/ 
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地域と子どもリーガルサービスセンター 

からのお知らせ 

2023 年度開催予定講座・イベント 

発行 獨協大学地域と子どもリーガルサービスセンター 
〒340-0041 埼玉県草加市松原1-1-10 

TEL：048-946-1781  FAX：048-946-1782  E-mail：kodomolc@dokkyo.ac.jp 

ＨＰ：https://www.dokkyo.ac.jp/kodomolegal/ 

相談専用電話 048-946-1771（月曜～金曜 10時～16時） 

Information  
 

りよいコミュニケーションを目指して… 

 ご好評いただいている各講座は、2020

年以降、新型コロナウィルス感染症の影響により、

対面からオンラインへと変更になりました。やむを得

ずの変更ではありま

したが、オンライン

講座は参加する皆

様が会場に出向くの

が難しい状況でも、

どこからでも参加でき

るという利点もあった

ように思います。 

 

令和 5年 5月 8日より、新型コロナウィルス感染

症は、5類感染症に位置付けられました。 

そろそろ皆様のお顔を見ながら直接会話ができ

ればと願っています。 

この春、獨協大学では、大学と地域を繋ぐ場所と

なる「獨協大学コミュニティスクエア」が竣工されま

した。こちらのスペースでも、皆様とよりよいコミュニ

ケーションができる講

座を開催できればと

考えています。 

 

 

 

 

―2023 年度 開催予定 講座・イベントー 

・草加市共催子育て支援講座 

◆アンガーマネージメント講座(仮) 

・10 月開催予定 

 

※他 2月頃に予定しております。 

・詳細は当センターホームページ、草加市「広報そ

うか」に掲載予定です。 

 

 

 

・久々にセンターに戻って参りました。16 年目も引

き続き、地域の相談支援ネットワークの一員とし

てお役に立てるよう努めていきたいと思います。 

よろしくお願いいたします。（徳永） 

・当センターは設立 16 年目を迎えました。利用者

の皆様、諸先輩方、有難うございました。これか

らも皆様のお役に立つ LSC でありますように！       

(木下) 

・最後までお読み頂きありがとうございます。(内山) 

・激動の一年。「無駄な学びはない」と痛感した一年。 

 見えない仕事こそ丁寧に…それが一番大事なこと。

（遠山） 

・目まぐるしく環境が変わっ

ていきますね…健康が

一番です！週末は何

を食べようかな！ 

(秋元) 

 

よ 

獨協大学コミュニティスクエア 

―センタースタッフだよりー 


